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…
…
…
…
141

84　

岡
崎
藩
役
人
の
人
事
に
つ
き
横
目
書
付
〈
寛
政
九
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
142

85　

九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
代
官
菅
沼
作
右
衛
門
家
老
職
就
任
に
関
す
る

記
録
〈
文
化
五
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
143
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86　

九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
代
官
の
諸
手
当
等
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈（
文
政
年
間
）〉
…
…
145

87　

領
内
廻
村
に
際
し
鉄
砲
殺
生
を
名
目
と
す
る
よ
う
岡
崎
藩
役
人
へ
命
じ

た
際
の
記
録
〈
天
保
六
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
147

88　

西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
家
宗
門
改
役
勤
方
の
記
録
（
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
久
元
年
三
月
〉
…
…
148

三　

江
戸
屋
敷

89　

形
原
陣
屋
旗
本
巨
勢
家
江
戸
屋
敷
普
請
の
進
捗
状
況
報
告
等
に
つ
き
書

　
　

状
〈（
文
化
四
年
）
四
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
152

90　

西
尾
藩
江
戸
屋
敷
に
お
い
て
常
陸
土
浦
藩
主
土
屋
彦
直
へ
の
端
午
の
御

内
書
を
渡
す
際
の
記
録
〈
文
政
十
三
年
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
157

91　

挙
母
藩
屋
敷
近
辺
の
御
使
番
屋
敷
よ
り
出
火
の
際
差
障
り
の
樹
木
伐
採

依
頼
に
つ
き
問
合
せ
書
写
〈
弘
化
二
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
158

92　

江
戸
下
屋
敷
替
地
受
領
に
つ
き
西
大
平
藩
よ
り
老
中
牧
野
忠
雅
宛
伺
書

　
　

写
〈
安
政
三
年
・
同
四
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
159

93　

拝
領
の
吉
田
藩
下
屋
敷
由
緒
あ
る
た
め
返
納
に
つ
き
山
形
藩
主
水
野
忠

精
よ
り
願
書
・
回
答
書
写
〈
慶
応
二
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
160

94　

江
戸
騒
憂
の
た
め
家
中
女
子
供
ら
上
総
へ
立
退
き
に
つ
き
西
大
平
藩
陣

屋
役
人
よ
り
書
状
〈（
慶
応
四
年
）
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
160

四　

江
戸
奉
公
人

95　

江
戸
奉
公
人
の
国
次
金
に
つ
き
尾
花
陣
屋
旗
本
岡
部
家
家
来
よ
り
陣
屋

役
人
宛
書
状
（
抄
）〈（
文
化
九
年
）
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
161

96　

尾
花
陣
屋
旗
本
岡
部
家
江
戸
奉
公
人
召
抱
え
に
つ
き
書
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
化
十
年
閏
十
一
月
〉
…
…
161

97　

九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
の
江
戸
奉
公
人
請
状
〈
文
政
四
年
十
一
月
〉
…
162

98　

上
総
大
多
喜
藩
松
平
家
の
江
戸
中
間
奉
公
人
請
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
政
十
一
年
十
二
月
〉
…
…
162

第
二
節
　
武
家
の
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性

一　

奥
と
そ
の
運
営

99　

西
尾
藩
主
松
平
成
重
室
国
元
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引
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に
つ
き
老
中
奉
書

	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
四
月
〉
…
…
164

100　

奥
殿
藩
松
平
家
女
中
を
国
元
よ
り
江
戸
屋
敷
ま
で
送
り
届
け
る
に
つ
き

請
状
〈
宝
暦
七
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
164

101　

岡
崎
藩
の
女
中
扶
持
給
金
等
諸
入
用
帳
〈
天
明
三
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
165

102　

出
府
の
老
女
へ
の
遣
し
物
に
つ
い
て
の
岡
崎
藩
重
臣
に
よ
る
相
談
の
記

　
　

録
〈
天
保
十
一
年
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
168

103　

江
戸
屋
敷
逗
留
中
の
九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
陣
屋
役
人
妹
宛
扶
持
米

渡
し
状
写
〈
天
保
十
二
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
168

104　

岡
崎
藩
女
奉
公
人
の
給
金
に
関
す
る
通
知
書
写
〈
嘉
永
元
年
十
月
〉
…
…
168

105　

岡
崎
藩
於
脩
様
の
江
戸
入
用
書
付
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
169

106　

田
原
藩
三
宅
家
の
奥
向
に
関
す
る
規
定
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
169

107　

吉
田
藩
大
河
内
松
平
家
の
奥
勤
め
に
関
係
す
る
人
名
一
覧
…
…
…
…
…
…
170

二　

女
奉
公
人

108　

桜
井
陣
屋
旗
本
荒
川
家
へ
の
女
奉
公
人
請
状
写
〈
明
暦
元
年
十
二
月
〉
…
172

109　

吉
田
藩
江
戸
屋
敷
へ
の
女
奉
公
人
請
状
お
よ
び
親
類
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
十
四
年
七
月
〉
…
…
173

110　

吉
田
藩
江
戸
屋
敷
女
奉
公
人
の
暇
願
い
お
よ
び
手
当
金
受
取
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
十
四
年
十
二
月
〉
…
…
175

三　

結
婚
と
出
産

111　

尾
張
藩
重
臣
渡
辺
家
家
来
松
本
家
娘
と
の
婚
姻
仲
介
に
つ
き
刈
谷
藩
宍

戸
よ
り
村
上
宛
書
状
〈
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
176

112　

嫁
引
取
り
に
つ
き
刈
谷
藩
医
村
上
玄
意
よ
り
同
忠
順
ら
宛
書
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
十
一
月
〉
…
…
177

113　

上
之
郷
陣
屋
旗
本
松
平
親
明
室
懐
妊
に
つ
き
入
用
金
上
納
を
求
め
る
領

内
村
々
宛
通
知
書
（
抄
）〈
安
政
三
年
五
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
178
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114　

吉
田
藩
大
河
内
松
平
家
に
お
け
る
男
子
出
生
の
記
録
（
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
二
年
〉
…
…
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第
三
節
　
領
知
経
営

一　

触
書	

115　

板
倉
勝
重
仕
置
定
書
〈（
慶
長
六
年
）
九
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
184

116　

先
代
よ
り
人
馬
役
免
許
に
つ
き
西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
家
よ
り
町
役

人
宛
通
知
書
写
〈
正
徳
三
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
184

117　

代
替
り
に
つ
き
諸
法
度
等
の
遵
守
を
求
め
る
竹
谷
陣
屋
旗
本
桑
島
政
恒

よ
り
定
書
写
〈
享
保
八
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
185

118　

九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
の
定
書
写
〈
弘
化
二
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
185

119　

駿
河
沼
津
藩
代
官
廻
村
に
つ
き
申
渡
し
書
写
〈
弘
化
四
年
三
月
〉
…
…
…
190

二　

陣
屋
の
職
務

120　

菅
沼
作
右
衛
門
へ
九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
陣
屋
代
官
任
命
に
つ
き
職

務
申
付
け
書
〈
享
保
四
年
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
191

121　

旗
本
小
笠
原
家
の
中
島
陣
屋
に
お
け
る
職
務
手
引
書
（
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
政
九
年
八
月
〉
…
…
191

122　

武
蔵
岡
部
藩
の
陣
屋
に
お
け
る
職
務
手
引
書
〈
寛
政
二
年
五
月
〉
…
…
…
198

123　

深
溝
陣
屋
旗
本
板
倉
家
陣
屋
代
官
保
管
書
類
の
請
取
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
化
十
三
年
十
月
〉
…
…
203

124　

九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
代
官
の
職
務
遂
行
上
の
覚
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
二
年
九
月
〉
…
…
207

125　

岡
崎
藩
の
普
請
の
手
続
に
対
す
る
意
見
書
〈
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
211

126　

西
尾
藩
の
三
河
・
越
前
領
分
に
お
け
る
年
貢
徴
収
に
関
す
る
留
書

　
　
（
抄
）　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
212

三　

領
主
と
領
民

127　

松
平
清
昌
印
判
変
更
に
つ
き
西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
家
陣
屋
役
人
宛

通
知
書
〈
寛
永
十
一
年
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
221

128　

不
作
に
よ
る
年
貢
減
免
を
認
め
ら
れ
る
に
つ
き
惣
庄
屋
よ
り
旗
本
中
島

与
五
郎
家
家
来
宛
書
付
写
〈
万
治
四
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
221

129　

上
之
郷
陣
屋
旗
本
松
平
家
代
替
り
に
よ
り
領
民
へ
祝
儀
を
遣
わ
す
に
つ

き
通
知
書
〈
明
和
七
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
222

130　

新
城
陣
屋
交
代
寄
合
菅
沼
定
前
の
家
督
相
続
祝
い
と
し
て
天
王
祭
礼
で

囃
子
し
た
き
に
つ
き
願
書
〈
安
永
元
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
222

131　

盆
後
ま
で
江
戸
呼
出
し
の
延
引
を
求
め
る
西
端
陣
屋
旗
本
本
多
家
知
行

所
村
々
よ
り
願
書
控
〈
天
保
十
四
年
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
223

132　

江
戸
で
の
吟
味
容
赦
に
つ
き
深
溝
陣
屋
旗
本
板
倉
家
領
民
よ
り
願
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
嘉
永
四
年
五
月
〉
…
…
224

133　

上
之
郷
陣
屋
旗
本
松
平
家
知
行
所
収
納
米
等
を
小
出
三
右
衛
門
へ
渡
す

に
つ
き
議
定
書
〈
嘉
永
四
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
224

134　

深
溝
陣
屋
旗
本
板
倉
家
へ
の
仕
送
り
継
続
を
関
東
領
分
と
相
談
し
た
き

に
つ
き
三
河
領
分
よ
り
願
書
写
〈
嘉
永
七
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
225

135　

九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
若
殿
番
入
り
に
伴
う
領
民
へ
の
祝
儀
受
取
り

に
つ
き
村
役
人
よ
り
請
書
〈
安
政
七
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
226

136　

仕
法
替
え
と
勝
手
向
き
改
革
に
つ
き
深
溝
陣
屋
旗
本
板
倉
家
よ
り
村
役

人
宛
仰
せ
渡
し
書
写
〈
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
227

137　

旗
本
巨
勢
家
形
原
陣
屋
役
人
に
よ
る
助
郷
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
嘉
永
四
年
・
文
久
三
年
〉
…
…
228

第
三
章
　
領
主
財
政
と
支
配

第
一
節
　
領
主
財
政

一　

年
貢
収
納

138　

吉
田
藩
大
河
内
松
平
家
の
年
貢
収
納
高
書
上
げ
写

〈
正
徳
二
年
十
一
月
〉
…
…
232

139　

吉
田
藩
大
河
内
松
平
家
の
年
貢
収
納
俵
数
書
上
げ
（
抄
）

〈
正
徳
二
年
よ
り
〉
…
…
232

140　

西
尾
藩
大
給
松
平
家
の
年
貢
収
納
高
書
上
げ
写
〈
安
政
六
年
〉
…
…
…
…
234

141　

挙
母
藩
内
藤
家
の
年
貢
収
納
高
書
上
げ
〈
卯
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
237

142　

元
挙
母
県
の
明
治
四
年
租
税
収
納
高
書
上
帳
控
〈
明
治
五
年
二
月
〉
…
…
237

143　

駿
河
沼
津
藩
水
野
家
の
三
河
領
分
収
納
高
書
上
げ

〈
安
政
四
年
十
二
月
〉
…
…
241
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二　

財
政
運
営

144　

深
溝
陣
屋
旗
本
板
倉
家
の
三
河
知
行
分
収
支
決
算
書
下
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
享
保
十
年
〉
…
…
245

145　

新
城
陣
屋
交
代
寄
合
菅
沼
家
の
収
支
決
算
書
〈
寛
政
四
年
十
一
月
〉
…
…
248

146　

西
尾
藩
大
給
松
平
家
の
収
支
見
積
書
〈
天
保
三
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
253

147　

武
蔵
岡
部
藩
安
部
家
の
三
河
領
分
収
支
見
積
書
〈
天
保
十
二
年
十
月
〉
…
255

148　

九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
の
嘉
永
六
年
分
収
支
決
算
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
嘉
永
七
年
正
月
〉
…
…
259

149　

年
賦
金
返
済
に
つ
き
幕
府
金
奉
行
よ
り
西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
清
昌

宛
請
取
書
〈
寛
永
十
五
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
263

150　

年
賦
金
返
済
に
つ
き
幕
府
金
奉
行
よ
り
挙
母
藩
三
宅
康
盛
宛
請
取
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
永
十
七
年
十
二
月
〉
…
…
264

151　

岡
崎
藩
主
松
平
康
福
の
拝
借
金
返
済
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
宝
暦
十
二
年
か
ら
安
永
三
年
〉
…
…
264

152　

近
年
数
度
の
天
災
等
の
た
め
拝
借
金
返
済
延
引
を
求
め
る
岡
崎
藩
主
本

多
忠
民
よ
り
願
書
控
〈
安
政
五
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
266

153　

藩
財
政
悪
化
に
つ
き
大
坂
加
番
へ
の
任
命
を
求
め
る
挙
母
藩
主
内
藤
政

優
よ
り
願
書
写
〈
天
保
七
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
267

154　

藩
財
政
悪
化
に
つ
き
大
坂
加
番
へ
の
任
命
を
求
め
る
西
大
平
藩
主
大
岡

忠
敬
よ
り
願
書
〈
安
政
六
年
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
268

三　

財
政
改
革

155　

刈
谷
藩
三
浦
家
給
米
減
給
率
緩
和
に
つ
き
家
中
宛
申
渡
し
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
享
保
元
年
十
一
月
〉
…
…
269

156　

保
久
陣
屋
旗
本
石
川
家
が
さ
ら
な
る
借
財
を
得
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
の
記
録
〈
享
保
二
十
年
三
月
・
閏
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
269

157　

新
城
陣
屋
交
代
寄
合
菅
沼
家
財
政
難
の
た
め
賄
方
引
受
け
に
つ
き
鈴
木

吉
左
衛
門
よ
り
提
言
書
控
〈
安
永
二
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
271

158　

岡
崎
藩
本
多
家
の
収
支
見
積
書
〈
寛
政
元
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
273

159　

諸
借
用
金
返
済
五
か
年
停
止
に
つ
き
岡
崎
藩
主
本
多
忠
顕
よ
り
随
念
寺

宛
書
状
〈
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
274

160　

岡
崎
藩
本
多
家
財
政
改
革
の
趣
旨
承
知
に
つ
き
額
田
郡
小
呂
村
よ
り
請

書
控
〈
寛
政
五
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
275

161　

田
原
藩
三
宅
家
財
政
改
革
に
つ
き
藩
主
直
書
お
よ
び
家
臣
宛
仰
せ
渡
し

書
写
〈
文
政
十
三
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
276

162　

長
沢
陣
屋
旗
本
巨
勢
家
の
仕
法
立
帳
〈
安
政
二
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
278

四　

資
金
調
達
と
御
用
達

163　

上
総
大
多
喜
藩
大
河
内
松
平
家
の
三
河
領
内
御
用
金
引
受
け
に
つ
き
取

決
め
書
写
〈
宝
永
四
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
280

164　

吉
田
藩
大
河
内
松
平
家
の
御
用
金
引
受
け
に
つ
き
宝
飯
郡
前
芝
村
加
藤

六
蔵
の
記
録
〈
文
化
七
年
か
ら
十
二
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
282

165　

御
用
金
上
納
に
つ
き
新
城
陣
屋
交
代
寄
合
菅
沼
家
よ
り
仰
せ
渡
し
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
安
政
三
年
十
月
〉
…
…
283

166　

戸
田
家
所
替
え
に
よ
り
先
納
金
返
済
滞
り
に
つ
き
返
済
を
求
め
る
宝
飯

郡
四
か
村
よ
り
願
書
写
〈
元
文
三
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
283

167　

西
大
平
藩
先
納
金
差
し
支
え
祠
堂
金
借
用
に
つ
き
宝
飯
郡
西
方
村
よ
り

大
恩
寺
宛
証
文
写
〈
宝
暦
五
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
284

168　

祠
堂
金
借
用
に
つ
き
岡
崎
藩
本
多
家
よ
り
随
念
寺
宛
証
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
政
四
年
十
一
月
〉
…
…
285

169　

祠
堂
金
借
用
に
つ
き
刈
谷
藩
土
井
家
領
分
碧
海
郡
泉
田
村
よ
り
随
念
寺

宛
証
文
案
〈
文
政
七
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
285

170　

貸
付
金
借
用
に
つ
き
深
溝
陣
屋
旗
本
板
倉
家
よ
り
笠
松
代
官
所
宛
証
文

写
〈
文
政
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
286

171　

中
泉
代
官
所
貸
付
金
借
用
の
手
続
に
つ
き
寺
島
陣
屋
旗
本
小
笠
原
家
陣

屋
役
人
よ
り
書
状
写
〈
文
政
六
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
287

172　

岡
崎
藩
本
多
家
の
返
金
講
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
政
十
三
年
か
ら
天
保
二
年
〉
…
…
292

173　

岡
崎
藩
本
多
家
の
返
金
講
お
よ
び
融
通
講
に
つ
き
同
藩
士
塩
田
多
蔵
よ

り
書
状
写
〈
天
保
十
一
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
293

174　

西
尾
藩
大
給
松
平
家
の
頼
母
子
講
に
関
す
る
記
録
（
抄
）

�

〈
天
保
九
年
か
ら
同
十
一
年
〉
…
…
294
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175　

上
総
大
多
喜
藩
松
平
家
領
分
自
分
買
い
受
け
の
切
手
米
速
や
か
に
渡
し

願
う
に
つ
き
訴
状
写
〈
文
政
九
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
296

176　

碧
海
郡
花
園
村
寺
田
家
に
よ
る
駿
河
沼
津
藩
水
野
家
御
用
達
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
十
二
年
四
月
〉
…
…
299

177　

九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
よ
り
江
戸
へ
送
金
に
つ
き
為
替
証
文
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
安
政
七
年
正
月
〉
…
…
303

第
二
節
　
災
害
・
飢
饉
へ
の
対
応

一　

地
震
・
風
水
害
・
火
災

178　

宝
永
地
震
に
よ
る
吉
田
藩
領
の
被
害
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
宝
永
四
年
十
月
〉
…
…
304

179　

安
政
地
震
に
よ
る
吉
田
藩
領
の
被
害
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
嘉
永
七
年
十
一
月
〉
…
…
305

180　

安
政
地
震
に
よ
る
被
災
へ
の
対
処
法
に
つ
き
吉
田
藩
士
西
岡
介
蔵
よ
り

上
申
書
（
抄
）〈
安
政
元
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
310

181　

吉
田
藩
領
宝
飯
郡
大
塚
村
の
高
波
と
高
潮
に
よ
る
被
害
に
つ
き
報
告
書

写
〈
安
政
二
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
315

182　

根
崎
陣
屋
旗
本
松
平
家
知
行
所
に
お
け
る
国
役
普
請
実
施
を
求
め
る
願

書
写
〈
天
明
四
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
317

183　

陸
奥
福
島
藩
貝
吹
陣
屋
役
人
名
倉
家
に
よ
る
洪
水
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
安
永
八
年
八
月
・
寛
政
元
年
六
月
〉
…
…
318

184　

田
原
藩
領
内
の
大
風
・
大
雨
に
よ
る
被
害
状
況
の
報
告
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
七
年
十
月
〉
…
…
320

185　

形
原
陣
屋
旗
本
巨
勢
家
知
行
所
に
お
け
る
風
水
害
状
況
と
対
処
に
関
す

る
記
録
〈
万
延
元
年
五
月
か
ら
同
二
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
321

186　

交
代
寄
合
菅
沼
家
知
行
所
新
城
下
町
大
火
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
安
政
七
年
正
月
・
閏
三
月
〉
…
…
329

187　

矢
作
橋
架
橋
ま
た
は
渡
船
の
管
轄
替
え
を
求
め
る
岡
崎
藩
よ
り
幕
府
勘

定
奉
行
宛
願
書
写
〈
文
久
元
年
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
334

二　

飢
饉

188　

飢
餓
者
へ
の
飯
米
給
付
に
関
す
る
刈
谷
藩
三
浦
家
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
正
徳
四
年
二
月
か
ら
同
五
年
四
月
〉
…
…
335

189　

田
原
藩
の
津
留
政
策
の
詳
細
に
つ
き
同
藩
よ
り
岡
崎
藩
郡
奉
行
宛
回
答

書
写
〈
天
明
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
337

190　

田
原
藩
主
三
宅
康
直
が
領
内
凶
荒
の
た
め
参
勤
延
引
を
許
可
さ
れ
た
際

の
記
録
〈
天
保
八
年
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
338

191　

田
原
藩
主
三
宅
康
直
の
窮
民
救
済
褒
賞
に
つ
き
幕
府
よ
り
呼
出
し
状
お

よ
び
褒
状
写
〈
天
保
九
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
340

192　

田
原
藩
義
倉
「
報
民
倉
」
建
設
に
関
す
る
記
録
〈
天
保
六
年
〉
…
…
…
…
340

193　

義
倉
米
仕
法
に
つ
き
西
尾
藩
賄
方
宛
上
申
書
写
〈
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
342

194　

西
尾
藩
義
倉
米
仕
法
書
〈
嘉
永
七
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
343

195　

貯
穀
を
籾
か
ら
米
へ
改
め
た
き
に
つ
き
西
大
平
藩
よ
り
幕
府
宛
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
嘉
永
三
年
三
月
〉
…
…
344

第
四
章
　
幕
府
・
朝
廷
と
三
河
諸
領
主

第
一
節
　
幕
政
へ
の
関
与

196　

西
尾
藩
主
松
平
乗
完
老
中
在
任
中
の
勤
役
の
記
録
…
…
…
…
…
…
…
…
…
346

197　

田
原
藩
主
三
宅
康
直
の
西
の
丸
見
習
役
勤
務
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
十
二
年
十
二
月
〉
…
…
349

198　

挙
母
藩
主
内
藤
政
優
奏
者
番
就
任
に
つ
き
指
示
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
十
三
年
七
月
〉
…
…
356

199　

吉
田
藩
主
松
平
信
順
大
坂
城
代
在
任
中
の
記
録
〈
天
保
二
年
七
月
〉
…
…
357

200　

八
朔
初
登
城
時
の
老
中
礼
勤
に
関
す
る
問
合
せ
と
回
答
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
政
七
年
十
月
〉
…
…
380

201　

将
軍
代
替
り
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
保
よ
り
起
請
文
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
三
年
三
月
〉
…
…
381
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第
二
節
　
江
戸
と
国
元

一　

在
府
中
の
動
き

202　

吉
田
藩
主
松
平
信
明
在
府
時
の
記
録
〈
安
永
十
年
・
天
明
二
年
〉
…
…
…
383

203　

田
原
藩
主
三
宅
康
友
の
江
戸
城
勤
番
の
記
録
（
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
政
十
年
六
月
〉
…
…
385

204　

松
平
康
福
岡
崎
藩
主
時
代
の
記
録
抜
書

�
〈
宝
暦
十
二
年
十
二
月
か
ら
天
明
五
年
十
一
月
〉
…
…
388

205　

西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
敬
信
の
登
城
廻
勤
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
万
延
元
年
七
月
〉
…
…
408

206　

息
子
の
年
始
登
城
の
首
尾
を
喜
ぶ
田
原
藩
主
三
宅
康
雄
よ
り
同
康
徳
宛

書
状
〈（
享
保
十
一
年
以
前
）
正
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
409

207　

将
軍
綱
吉
上
野
参
詣
時
の
上
屋
敷
詰
め
を
褒
め
る
田
原
藩
主
三
宅
康
雄

よ
り
同
康
徳
宛
書
状
〈
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
410

208　

宝
永
と
改
元
の
た
め
登
城
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄
よ
り
同
康
徳
宛

書
状
〈
宝
永
元
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
411

209　

御
用
の
た
め
屋
敷
の
代
地
を
下
谷
に
下
さ
れ
る
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅

康
雄
よ
り
同
康
徳
宛
書
状
〈
宝
永
元
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
411

210　

宝
永
地
震
に
よ
る
諸
大
名
の
登
城
な
き
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄
よ

り
同
康
徳
宛
書
状
〈
宝
永
四
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
412

211　

立
坊･

立
后
御
祝
儀
の
た
め
登
城
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄
よ
り
同

康
徳
宛
書
状
〈
宝
永
五
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
412

212　

水
戸
藩
主
徳
川
綱
条
逝
去
に
伴
う
総
登
城
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄

よ
り
同
康
徳
宛
書
状
〈
享
保
三
年
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
413

213　

朝
鮮
通
信
使
馳
走
役
へ
の
任
命
な
き
こ
と
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄

よ
り
同
康
徳
宛
書
状
〈
享
保
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
413

214　

紅
葉
山
東
照
宮
社
参
供
奉
な
ど
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄
よ
り
同
康

徳
宛
書
状
〈
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
414

二　

幕
府
役
人
の
派
遣

215　

幕
府
役
人
の
領
内
巡
見
に
お
け
る
西
尾
藩
三
浦
家
の
記
録
（
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
宝
暦
十
一
年
正
月
〉
…
…
415

三　

居
城

216　

城
石
垣
修
復
許
可
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄
宛
老
中
連
署
奉
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
元
禄
十
三
年
八
月
〉
…
…
421

217　

地
震
に
よ
る
幕
府
へ
の
城
の
被
害
届
け
出
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄

よ
り
同
康
徳
宛
書
状
〈
享
保
三
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
421

218　

城
石
垣
修
復
に
つ
き
西
尾
藩
主
松
平
乗
全
よ
り
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
久
元
年
六
月
〉
…
…
422

219　

城
石
垣
修
復
許
可
に
つ
き
西
尾
藩
主
松
平
乗
全
宛
老
中
連
署
奉
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
久
元
年
六
月
〉
…
…
422

220　

城
石
垣
修
復
許
可
に
つ
き
岡
崎
藩
主
本
多
忠
典
宛
老
中
連
署
奉
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
明
三
年
十
一
月
〉
…
…
423

221　

城
石
垣
修
復
に
つ
き
岡
崎
藩
主
本
多
忠
民
よ
り
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
二
年
二
月
〉
…
…
423

222　

城
石
垣
修
復
に
つ
き
岡
崎
藩
主
本
多
忠
民
宛
老
中
連
署
奉
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
二
年
二
月
〉
…
…
423

223　

田
原
城
修
復
絵
図
〈
正
徳
五
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
424

224　

西
尾
城
修
復
絵
図
〈
嘉
永
三
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
425

225　

吉
田
城
修
復
絵
図
〈
安
政
四
年
閏
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
426

第
三
節
　
幕
府
勤
役

一　

参
勤
交
代

226　

吉
田
藩
松
平
家
の
参
勤
手
続
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
宝
暦
十
四
年
・
明
和
三
年
・
同
四
年
〉
…
…
427

227　

病
気
療
養
の
た
め
帰
国
繰
り
延
べ
に
つ
き
挙
母
藩
主
内
藤
政
優
よ
り
願

書
写
〈
天
保
六
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
430

228　

諸
国
領
主
参
勤
交
代
の
組
合
せ
の
記
録
〈
天
保
十
一
年
九
月
〉
…
…
…
…
431

229　

岡
崎
藩
主
所
替
え
に
伴
う
参
勤
交
代
組
合
せ
変
更
に
関
す
る
西
尾
藩
三

浦
家
の
記
録
〈
宝
暦
十
二
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
432

230　

桑
名
藩
主
病
気
に
伴
い
田
原
藩
三
宅
家
と
伊
勢
亀
山
藩
石
川
家
の
参
勤



　細目次　

入
替
え
に
関
す
る
記
録
〈
天
保
二
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
433

二　

役
と
勤
役

231　

江
戸
城
の
石
献
上
に
つ
き
徳
川
秀
忠
御
内
書
お
よ
び
老
中
土
井
利
勝
よ

り
松
平
清
昌
宛
礼
状
〈
元
和
六
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
438

232　

吹
上
門
番
任
命
に
つ
き
西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
義
堯
宛
大
番
頭
連
署

状
〈
元
禄
十
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
438

233　

竹
橋
門
番
任
命
に
つ
き
刈
谷
藩
土
井
家
留
守
居
よ
り
信
濃
松
代
藩
家
中

宛
書
状
〈
慶
応
二
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
438

234　

大
坂
加
番
任
命
へ
の
礼
状
に
対
す
る
西
丸
老
中
松
平
乗
保
よ
り
挙
母
藩

主
内
藤
政
成
宛
返
札
状
〈
文
化
十
四
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
439

235　

前
藩
主
死
去
に
伴
う
今
切
関
所
手
形
発
給
方
法
問
合
せ
に
つ
き
岡
崎
藩

よ
り
田
原
藩
宛
書
状
〈
寛
政
四
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
439

236　

今
切
関
所
詰
の
吉
田
藩
士
の
名
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
化
三
年
・
同
十
一
年
八
月
〉
…
…
440

三　

供
奉

237　

将
軍
綱
吉
増
上
寺
仏
殿
参
詣
へ
の
供
奉
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
雄
よ

り
同
康
徳
宛
書
状
〈
元
禄
二
年
閏
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
442

238　

松
平
直
幸
が
田
原
藩
主
三
宅
康
武
と
と
も
に
日
光
祭
礼
奉
行
を
勤
め
た

際
の
記
録
（
抄
）〈
天
明
四
年
四
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
443

第
四
節
　
朝
廷
と
の
関
わ
り

239　

西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
清
昌
諸
大
夫
成
礼
物
に
つ
き
広
橋
大
納
言
家

家
来
よ
り
受
取
書
写
〈
元
和
三
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
448

240　

西
大
平
藩
主
大
岡
忠
恒
位
記
〈
明
和
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
449

241　

西
大
平
藩
主
大
岡
忠
移
諸
大
夫
成
礼
物
に
つ
き
千
種
前
中
納
言
家
家
来

ほ
か
よ
り
請
取
書
〈
寛
政
十
二
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
450

242　

知
恩
院
宮
尊
起
法
親
王
寄
付
状
〈
天
保
三
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
451

243　

後
水
尾
天
皇
二
条
城
行
幸
時
に
お
け
る
幕
府
に
よ
る
接
待
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
永
三
年
九
月
〉
…
…
451

244　

西
大
平
藩
主
大
岡
忠
愛
参
内
図
詞
書
〈
弘
化
三
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
453

第
五
章
　
身
分
・
格
式
と
由
緒

第
一
節
　
家
の
歴
史

一　

由
緒
と
三
河

245　

額
田
郡
土
呂
村
郷
士
松
平
甚
助
家
の
由
緒
書
お
よ
び
奉
公
の
願
書
（
抄
）

　

�

　
〈
寛
政
七
年
十
一
月
〉
…
…
456

246　

長
沢
松
平
家
取
立
て
経
緯
の
記
録
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
459

247　

松
平
源
七
郎
取
立
て
に
つ
き
尾
張
藩
付
家
老
成
瀬
正
住
よ
り
老
中
阿
部

正
弘
宛
願
書
写
〈
嘉
永
元
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
461

248　

長
沢
松
平
家
取
立
て
に
つ
き
美
作
津
山
藩
主
松
平
慶
倫
よ
り
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
安
政
六
年
五
月
〉
…
…
462

249　

長
沢
の
地
引
き
払
い
に
つ
き
旗
本
松
平
源
七
郎
よ
り
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
安
政
六
年
十
月
〉
…
…
462

250　

大
河
内
松
平
家
家
譜
発
端
〈
享
保
十
九
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
463

251　

大
河
内
松
平
家
先
祖
の
地
に
関
す
る
問
合
せ
に
つ
き
松
平
源
七
郎
ほ
か

よ
り
回
答
書
〈（
享
保
十
八
年
）〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
464

252　

上
総
大
多
喜
藩
大
河
内
松
平
家
の
先
祖
由
緒
の
地
に
よ
る
三
河
の
領
知

継
続
に
関
す
る
記
録
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
466

253　

石
見
浜
田
藩
松
井
松
平
家
に
よ
る
十
八
竈
と
称
さ
れ
る
家
臣
の
家
筋
に

関
す
る
調
査
書
〈
天
明
五
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
467

二　

幕
府
編
纂
事
業
へ
の
対
応

254　

三
河
代
官
鈴
木
八
右
衛
門
家
家
譜
〈
寛
永
十
八
年
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
469

255　

西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
家
家
譜
〈（
寛
永
十
八
年
）〉
…
…
…
…
…
…
…
470

256　

新
城
陣
屋
交
代
寄
合
菅
沼
定
実
の
履
歴
〈
寛
政
十
一
年
十
二
月
〉
…
…
…
472

257　
『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
編
纂
時
に
お
け
る
岡
崎
藩
本
多
家
の
系
譜
調
査

に
関
す
る
記
録
〈
文
化
七
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
475

第
二
節
　
家
政
と
家
格

一　

家
の
存
続

258　

西
尾
藩
主
土
井
利
意
の
親
類
書
〈
正
徳
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
482
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259　

当
分
養
子
の
許
可
を
求
め
る
西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
義
峰
よ
り
幕
府

老
中
宛
願
書
控
〈
明
和
二
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
484

260　

挙
母
藩
主
内
藤
政
文
と
彦
根
藩
主
井
伊
直
弼
と
の
対
面
に
つ
き
彦
根
藩

城
使
よ
り
側
役
宛
書
状
写
〈
嘉
永
七
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
485

261　

挙
母
藩
主
内
藤
政
文
と
の
対
面
許
可
を
求
め
る
彦
根
藩
主
井
伊
直
弼
よ

り
幕
府
宛
願
書
写
〈
嘉
永
七
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
486

262　

家
中
統
制
に
つ
き
田
原
藩
前
藩
主
三
宅
康
高
よ
り
藩
主
三
宅
康
之
・
年

寄
ら
へ
の
申
渡
し
書
写
〈
宝
暦
五
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
486

263　

形
原
陣
屋
旗
本
巨
勢
至
親
死
去
に
つ
き
同
家
家
来
よ
り
陣
屋
役
人
宛
書

状
〈
天
明
六
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
488

264　

長
圓
寺
で
執
り
行
わ
れ
た
陸
奥
福
島
藩
主
板
倉
勝
俊
の
葬
儀
に
関
す
る

記
録
〈
天
保
十
二
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
489

265　

刈
谷
藩
土
井
家
の
法
要
に
お
け
る
代
参
お
よ
び
供
物
に
関
す
る
規
定
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
八
年
八
月
〉
…
…
500

266　

三
宅
氏
一
族
の
寄
合
に
お
け
る
取
決
め
書
写
〈
文
化
五
年
四
月
〉
…
…
…
503

267　

西
大
平
藩
主
大
岡
忠
愛
親
類
書
〈
天
保
八
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
504

二　

家
格

268　

西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
家
の
江
戸
城
内
に
お
け
る
儀
礼
に
関
す
る
記

録
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
507

269　

交
代
寄
合
松
平
郷
松
平
家
の
家
格
に
つ
き
江
戸
留
守
居
よ
り
大
目
付
宛

回
答
書
写
〈
文
政
三
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
510

270　

江
戸
城
帝
鑑
間
席
座
順
〈
天
保
三
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
511

271　

尾
張
藩
使
者
へ
の
接
遇
に
関
す
る
岡
崎
藩
本
多
家
の
覚
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
七
年
〉
…
…
514

272　

西
大
平
藩
大
岡
家
に
お
け
る
両
敬
・
片
敬
一
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈（
慶
応
四
年
正
月
）〉
…
…
515

第
三
節
　
武
士
身
分
と
そ
の
周
辺

一　

家
臣
の
由
緒
と
格
式

273　

岡
崎
藩
本
多
家
家
臣
都
筑
家
の
先
祖
に
つ
き
口
上
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈（
寛
政
二
年
）
八
月
〉
…
…
518

274　

岡
崎
藩
本
多
家
家
臣
梶
家
家
譜
（
抄
）〈
文
化
元
年
九
月
〉　

…
…
…
…
…
521

275　

林
道
休
が
本
多
家
へ
召
し
抱
え
ら
れ
る
経
緯
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
元
禄
十
四
年
十
月
〉
…
…
527

276　

御
目
見
の
家
臣
は
こ
れ
ま
で
通
り
駕
籠
に
て
関
所
通
行
を
許
可
す
る
幕

府
よ
り
通
達
写
〈
寛
政
三
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
529

277　

岡
崎
藩
本
多
家
重
臣
中
根
・
都
筑
・
梶
・
河
合
・
林
家
の
家
格
に
関
す

る
記
録
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
529

278　

本
多
家
に
付
属
し
た
元
御
家
人
に
対
す
る
幕
府
よ
り
の
系
図
調
査
に
関

す
る
記
録
〈
文
化
元
年
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
530

279　

武
蔵
岡
部
藩
士
の
家
督
相
続
に
あ
た
っ
て
の
知
行
・
扶
持
・
切
米
等
削

減
に
関
す
る
定
書
写
（
抄
）〈
天
明
二
年
九
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
534

280　

武
蔵
岡
部
藩
士
の
家
督
相
続
お
よ
び
召
抱
え
に
関
す
る
定
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
戌
五
月
〉
…
…
537

281　

田
原
藩
足
軽
山
口
甚
平
の
由
緒
書
写
〈
享
保
十
二
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
541

二　

支
配
の
末
端
を
に
な
う
人
々

282　

本
宿
陣
屋
旗
本
柴
田
家
陣
屋
役
人
冨
田
家
の
先
祖
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
三
年
八
月
〉
…
…
542

283　

苗
字
帯
刀
の
取
締
り
に
つ
き
額
田
郡
石
原
村
ほ
か
よ
り
赤
坂
代
官
所
宛

請
書
控
〈
寛
延
元
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
546

284　

給
人
格
仰
せ
付
け
に
つ
き
新
城
陣
屋
交
代
寄
合
菅
沼
家
よ
り
鈴
木
吉
左

衛
門
宛
申
渡
し
書
〈
文
化
十
三
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
547

285　

同
格
の
御
用
達
へ
の
袴
着
用
時
の
帯
刀
徹
底
を
求
め
る
西
尾
藩
御
用
達

頭
取
衆
宛
願
書
控
〈
午
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
548

第
六
章
　
武
士
の
生
活
・
文
化

第
一
節
　
年
中
行
事

286　

吉
田
藩
の
年
中
行
事
写
〈
天
保
十
三
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
550

287　

田
原
藩
主
在
国
中
の
年
中
行
事
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
583

288　

田
原
藩
主
在
府
中
の
年
中
行
事
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
593
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289　

岡
崎
藩
本
多
家
奥
向
に
お
け
る
節
供
な
ど
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
政
十
年
六
月
〉
…
…
596

第
二
節
　
規
律
と
交
際

一　

規
律

290　

岡
崎
藩
士
の
心
得
書
写
〈
万
延
元
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
604

291　

岡
崎
藩
士
の
行
事
等
に
お
け
る
服
装
な
ど
の
規
定
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
二
年
十
一
月
〉
…
…
607

292　

士
道
の
嗜
み
・
心
懸
け
に
つ
き
西
尾
藩
達
書
〈
酉
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
610

二　

贈
答

293　

刈
谷
藩
主
土
井
家
よ
り
の
将
軍
家
・
尾
張
徳
川
家
等
へ
の
献
上
品
な
ど

の
記
録
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
610

294　

挙
母
藩
主
内
藤
学
文
か
ら
将
軍
と
世
子
へ
の
献
上
品
添
状
お
よ
び
返
礼

状
写
〈
安
永
二
年
八
月
・
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
615

295　

国
元
で
は
入
手
で
き
な
い
品
送
付
に
つ
き
江
戸
の
三
宅
康
直
よ
り
田
原

藩
主
同
康
保
宛
書
状
〈
安
政
五
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
616

三　

接
待

296　

田
原
藩
江
戸
屋
敷
に
お
け
る
尾
張
藩
主
お
よ
び
水
戸
藩
主
へ
の
接
待
の

記
録
〈
天
保
七
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
617

297　

酒
井
忠
顕
ら
の
接
待
に
つ
き
田
原
藩
前
藩
主
三
宅
康
直
よ
り
藩
主
同
康

保
宛
書
状
〈
安
政
四
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
621

四　

道
具

298　

吉
田
藩
松
平
家
所
持
の
道
具
の
由
緒
書
〈
明
和
五
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
624

第
三
節
　
藩
校

299　

田
原
藩
藩
校
成
章
館
教
授
へ
の
褒
賞
の
記
録
〈
天
保
二
年
正
月
〉
…
…
…
628

300　

田
原
藩
藩
校
成
章
館
で
の
芸
事
奨
励
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
十
五
年
九
月
・
十
二
月
〉
…
…
630

第
四
節
　
生
活

一　

暮
ら
し

301　

岡
崎
城
内
に
お
け
る
年
末
年
始
の
給
仕
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
政
八
年
十
二
月
か
ら
同
九
年
正
月
〉
…
…
631

302　

駿
河
沼
津
藩
江
戸
屋
敷
へ
到
着
の
様
子
を
知
ら
せ
る
同
藩
士
よ
り
御
用

達
ら
宛
書
状
〈
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
633

303　

江
戸
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
伝
え
る
刈
谷
藩
医
村
上
玄
意
よ
り
書
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
正
月
・
三
月
〉
…
…
636

304　

借
用
金
返
済
に
つ
き
吉
田
藩
重
臣
よ
り
同
藩
御
用
達
宛
質
物
の
道
具
類

受
取
書
〈
享
和
三
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
639

305　

刈
谷
藩
士
出
奔
に
よ
り
久
離
を
求
め
る
諸
親
類
一
同
よ
り
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
安
政
二
年
九
月
〉
…
…
639

306　

尾
張
藩
重
臣
渡
辺
半
蔵
家
家
来
渥
美
郡
福
島
新
田
を
東
本
願
寺
へ
献
納

に
つ
き
吉
田
藩
宛
届
書
写
〈
安
政
四
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
640

307　

刈
谷
に
入
封
し
た
三
浦
家
家
臣
へ
の
住
居
宛
が
い
に
関
す
る
記
録

�

〈
正
徳
三
年
二
月
か
ら
五
月
〉
…
…
640

二　

武
芸

308　

稽
古
奨
励
に
つ
き
西
尾
藩
松
平
家
家
中
宛
通
知
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
643

309　

山
本
勘
助
流
兵
学
伝
授
に
つ
き
岡
崎
藩
士
よ
り
起
請
文
前
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
明
六
年
三
月
〉
…
…
643

310　

竹
林
流
お
よ
び
大
和
流
岡
崎
藩
士
門
弟
に
よ
る
江
戸
で
の
百
射
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
政
八
年
二
月
・
三
月
〉
…
…
644

311　

西
大
平
藩
大
岡
家
の
弓
術
指
南
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
648

三　

芸
能

312　

茶
道
伝
授
に
つ
き
刈
谷
藩
主
土
井
利
以
よ
り
同
藩
宍
戸
隆
喜
宛
書
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
十
一
月
〉
…
…
648

313　

金
剛
流
能
の
稽
古
に
つ
き
田
原
藩
前
藩
主
三
宅
康
直
よ
り
藩
主
同
康
保

宛
書
状
〈（
安
政
四
年
八
月
）〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
650

314　

写
真
返
却
と
硝
酸
銀
製
法
教
示
に
つ
き
松
平
敬
信
よ
り
田
原
藩
主
三
宅

康
保
宛
書
状
〈（
元
治
元
年
）
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
651
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315　

写
真
返
却
に
つ
き
西
郡
陣
屋
交
代
寄
合
松
平
敬
信
よ
り
田
原
藩
主
三
宅

康
保
宛
書
状
〈（
元
治
元
年
）
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
651

316　

硝
酸
と
硫
酸
の
分
量
尋
ね
に
つ
き
交
代
寄
合
松
平
敬
信
よ
り
田
原
藩
主

三
宅
康
保
宛
書
状
〈（
元
治
元
年
）
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
652

317　

硝
酸
銀
製
法
書
送
付
の
礼
等
に
つ
き
交
代
寄
合
松
平
敬
信
よ
り
田
原
藩

主
三
宅
康
保
宛
書
状
〈（
元
治
元
年
）
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
652

第
七
章
　
寺
社
と
領
主

第
一
節
　
武
家
の
菩
提
寺

一　

徳
川
氏
の
菩
提
寺

318　

松
平
忠
吉
墓
守
加
藤
三
十
郎
黒
印
状
を
尾
張
藩
へ
差
し
出
す
際
の
隣
松

寺
の
記
録
（
抄
）〈
文
政
十
年
か
ら
同
十
二
年
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
654

319　

徳
川
義
直
黒
印
状
を
尾
張
藩
へ
差
上
げ
に
つ
き
隣
松
寺
よ
り
口
上
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
四
年
十
二
月
〉
…
…
661

320　

松
平
忠
吉
ほ
か
の
廟
所
補
修
に
つ
き
公
儀
普
請
並
を
求
め
る
隣
松
寺
よ

り
尾
張
藩
宛
願
書
写
〈
天
保
五
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
662

321　

肥
前
小
城
藩
主
鍋
島
直
堯
に
よ
る
大
樹
寺
参
拝
の
記
録
（
抄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
天
保
五
年
五
月
〉
…
…
663

322　

徳
川
遠
祖
廟
所
修
復
料
へ
の
援
助
を
求
め
る
称
名
寺
よ
り
駿
河
沼
津
藩

水
野
家
宛
願
書
写
〈（
弘
化
二
年
）〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
668

二　

諸
武
家
の
菩
提
寺

323　

八
幡
宮
へ
家
康
像
奉
納
に
つ
き
中
野
了
照
よ
り
寺
部
采
女
正
宛
添
状
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
貞
享
二
年
五
月
〉
…
…
669

324　

備
後
福
山
藩
水
野
家
断
絶
に
つ
き
菩
提
寺
泉
龍
寺
の
存
続
を
願
う
同
寺

よ
り
西
明
寺
宛
書
状
〈
元
禄
十
一
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
670

325　

備
後
福
山
藩
水
野
家
断
絶
に
つ
き
存
続
困
難
の
た
め
出
勤
を
断
る
泉
龍

寺
よ
り
西
明
寺
宛
書
状
〈
元
禄
十
二
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
671

326　

丹
波
亀
山
藩
士
黒
柳
家
の
先
祖
書
に
よ
る
藩
主
形
原
松
平
家
の
菩
提
寺

に
関
す
る
記
録
〈
明
和
二
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
672

327　

近
江
水
口
藩
主
加
藤
明
熙
か
ら
の
本
尊
宮
殿
寄
付
を
許
可
に
つ
き
本
山

よ
り
本
證
寺
宛
通
知
書
〈
宝
暦
十
一
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
673

328　

近
江
水
口
藩
主
加
藤
明
熙
寄
付
の
本
尊
宮
殿
に
関
す
る
本
證
寺
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
化
十
一
年
か
ら
同
十
三
年
〉
…
…
673

329　

葬
所
が
判
明
し
た
家
祖
信
孝
の
回
向
依
頼
に
つ
き
旗
本
松
平
忠
敷
家
来

よ
り
浄
珠
院
宛
書
状
〈
寛
政
十
一
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
680

330　

供
養
料
に
つ
き
浄
珠
院
よ
り
旗
本
松
平
忠
敷
家
来
宛
受
取
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
政
十
一
年
三
月
〉
…
…
681

331　

毎
年
家
祖
信
孝
の
回
向
実
施
を
依
頼
に
つ
き
旗
本
松
平
忠
敷
よ
り
浄
珠

院
宛
書
状
〈
寛
政
十
一
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
681

332　

先
祖
元
俊
妻
の
法
号
な
ど
問
合
せ
に
つ
き
旗
本
上
田
清
右
衛
門
か
ら
浄

珠
院
宛
書
状
〈（
天
保
六
年
）
閏
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
682

333　

足
助
香
積
寺
へ
の
祖
先
回
向
依
頼
お
よ
び
代
拝
に
関
す
る
尾
張
藩
成
瀬

家
の
記
録
（
抄
）〈
文
化
四
年
よ
り
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
683

第
二
節
　
地
域
秩
序
と
寺
社

一　

秩
序
の
模
索
と
形
成

334　

三
州
奥
郡
に
お
け
る
寺
社
へ
の
朱
印
状
発
給
に
つ
き
伊
奈
忠
次
よ
り
田

原
藩
重
臣
宛
届
書
〈
慶
長
六
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
687

335　

甘
泉
寺
領
に
つ
き
作
手
藩
山
田
清
大
夫
・
黒
谷
弥
兵
衛
連
署
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
長
十
一
年
三
月
〉
…
…
687

336　

御
上
洛
に
つ
き
出
仕
を
求
め
る
石
川
家
成
よ
り
三
河
真
宗
寺
院
宛
書
状

写
〈（
慶
長
十
一
年
以
前
）
四
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
687

337　

松
平
広
忠
判
物
あ
る
に
よ
り
浄
妙
寺
の
道
場
屋
敷
に
相
違
な
き
に
つ
き

石
川
家
成
よ
り
書
状
〈
慶
長
十
二
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
688

338　

浄
妙
寺
屋
敷
の
こ
と
申
し
上
げ
済
み
に
つ
き
石
川
家
成
よ
り
本
多
某
宛

書
状
〈
慶
長
十
二
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
688

339　

新
城
領
内
の
朱
印
を
望
む
寺
院
の
石
高
・
判
物
報
告
に
つ
き
佐
藤
三
右

衛
門
ほ
か
連
署
状
写
〈
慶
長
十
二
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
689

340　

三
河
か
ら
上
方
ま
で
の
曹
洞
宗
門
徒
改
め
に
つ
き
板
倉
勝
重
よ
り
本
光

寺
隠
居
宛
書
状
〈
慶
長
十
八
年
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
689



　細目次　

341　

花
岳
寺
領
等
は
伊
奈
忠
次
の
慶
長
検
地
に
て
宛
行
に
つ
き
板
倉
勝
重
家

臣
宛
吉
良
義
弥
添
状
控
〈
元
和
三
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
690

342　

大
林
寺
住
職
に
つ
い
て
門
派
は
相
違
申
さ
ぬ
よ
う
依
頼
に
つ
き
板
倉
勝

重
よ
り
書
状
〈（
慶
長
・
元
和
頃
）
十
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
690

343　

松
平
忠
直
昵
懇
の
者
三
河
国
通
行
に
つ
き
接
待
を
依
頼
す
る
真
能
よ
り

満
性
寺
宛
書
状
〈（
慶
長
・
元
和
頃
）
八
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
691

344　

妙
心
寺
派
転
派
前
後
の
東
観
音
寺
住
職
書
上
げ
〈
寛
文
四
年
〉
…
…
…
…
691

二　

寺
社
領
朱
印
を
め
ぐ
る
動
向	

345　

甘
泉
寺
山
境
界
に
つ
き
三
河
代
官
松
平
清
左
衛
門
親
正
手
代
連
印
覚
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寛
永
十
八
年
八
月
〉
…
…
692

346　

太
閤
検
地
以
来
の
荒
地
一
〇
石
は
甘
泉
寺
領
に
つ
き
設
楽
郡
田
原
村
よ

り
三
河
代
官
宛
一
札
控
〈
慶
安
三
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
692

347　

高
外
の
四
八
石
は
証
文
な
き
も
甘
泉
寺
領
に
つ
き
朱
印
状
発
給
の
た
め

の
手
形
を
求
め
る
願
書
写
〈
慶
安
三
年
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
692

348　

高
外
四
八
石
を
甘
泉
寺
領
と
す
る
朱
印
状
発
給
を
求
め
る
三
河
代
官
よ

り
寺
社
奉
行
所
宛
手
形
写
〈
慶
安
三
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
693

349　

花
岳
寺
朱
印
状
に
よ
り
霊
源
寺
等
末
寺
は
明
白
に
つ
き
旗
本
吉
良
家
家

来
ら
よ
り
妙
心
寺
宛
届
書
写
〈
寛
文
十
一
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
693

350　

花
岳
寺
末
寺
明
白
を
寺
社
奉
行
衆
へ
申
入
れ
に
つ
き
吉
良
義
央
よ
り
華

蔵
寺
宛
書
状
〈
寛
文
十
二
年
閏
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
694

351　

本
末
帳
に
あ
っ
て
も
朱
印
状
に
よ
り
霊
源
寺
等
を
花
岳
寺
末
寺
と
す
る

寺
社
奉
行
裁
許
状
〈
寛
文
十
二
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
694

352　

岡
崎
藩
新
田
取
立
て
の
天
白
は
旧
地
に
つ
き
朱
印
状
発
給
を
求
め
る
浄

妙
寺
よ
り
願
書
下
書
〈
元
禄
十
一
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
695

353　

寛
永
五
年
よ
り
検
地
に
よ
る
増
分
蔵
米
支
給
に
つ
き
旗
本
吉
良
家
家
来

よ
り
花
岳
寺
宛
連
署
状
〈
元
禄
十
六
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
695

354　

朱
印
地
へ
の
村
役
賦
課
停
止
に
つ
き
八
幡
宮
神
主
よ
り
本
宿
陣
屋
旗
本

柴
田
家
役
人
宛
願
書
写
〈
元
文
五
年
九
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
696

355　

百
姓
支
配
で
旗
本
諏
訪
家
と
対
立
に
て
尾
張
藩
へ
朱
印
状
預
け
た
き
に

つ
き
本
證
寺
よ
り
願
書
写
〈（
天
保
九
年
頃
）〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
697

356　

徳
川
遠
祖
由
緒
に
よ
る
加
増
分
を
碧
海
郡
大
浜
村
よ
り
分
郷
と
す
る
際

の
記
録
〈
天
保
十
三
年
か
ら
同
十
四
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
698

三　

寺
社
領
主
の
諸
相

357　

三
河
一
宮
鍛
冶
大
工
の
争
論
取
扱
い
結
果
に
つ
き
扱
い
人
大
工
よ
り
一

宮
神
主
ら
宛
通
知
書
〈
寛
永
元
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
700

358　

キ
リ
シ
タ
ン
吟
味
な
ど
に
つ
き
長
山
陣
屋
旗
本
小
笠
原
長
定
よ
り
三
河

一
宮
神
主
宛
申
渡
し
書
〈
寛
文
四
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
700

359　

キ
リ
シ
タ
ン
法
度
抜
き
書
受
領
に
つ
き
三
河
一
宮
神
主
よ
り
旗
本
小
笠

原
家
家
来
宛
一
札
写
〈
寛
文
五
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
701

360　

キ
リ
シ
タ
ン
法
度
抜
き
書
拝
見
に
つ
き
三
河
一
宮
氏
子
よ
り
同
神
主
宛

一
札
〈
寛
文
五
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
701

361　

牢
舎
と
な
っ
た
者
の
出
牢
の
仲
介
を
依
頼
す
る
宝
飯
郡
千
両
村
庄
屋
ら

よ
り
西
明
寺
宛
願
書
〈
貞
享
元
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
702

362　

舞
木
八
幡
社
領
内
は
神
主
竹
尾
但
馬
が
宗
門
改
行
う
に
つ
き
赤
坂
代
官

所
宛
届
書
写
〈
元
禄
十
三
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
702

363　

岡
崎
城
内
菅
生
天
王
社
に
関
す
る
記
録
〈
享
保
六
年
か
ら
寛
政
七
年
〉
…
702

364　

満
性
寺
伝
来
の
御
領
分
鋳
物
師
由
緒
尋
ね
に
つ
き
同
寺
よ
り
東
泉
坊
宛

回
答
書
写
〈
安
永
八
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
710

365　

碧
海
郡
鴛
鴨
村
に
お
け
る
宗
門
改
帳
の
宗
名
書
替
え
に
つ
い
て
の
一
件

記
録
〈
寛
政
三
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
711

第
三
節
　
地
域
外
世
界
と
の
交
流

一　

朝
廷
・
本
山
・
本
所
の
存
在	

366　

曹
洞
宗
西
明
寺
所
蔵
の
三
河
一
宮
神
主
藤
原
延
重
位
記
・
口
宣
案
な
ど

写
〈
延
享
二
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
724

367　

近
衛
家
出
入
り
に
つ
き
本
山
・
岡
崎
藩
主
へ
の
伺
い
な
ど
を
促
す
池
坊

専
定
よ
り
指
示
書
〈（
文
化
九
年
頃
）
二
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
725

368　

太
子
像
の
縁
起
は
満
性
寺
で
作
成
さ
れ
る
べ
き
に
つ
き
花
務
よ
り
書
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈（
文
化
九
年
頃
）
二
月
〉
…
…
725

369　

満
性
寺
所
蔵
太
子
像
の
旧
縁
に
よ
る
近
衛
家
と
の
対
面
を
祝
う
池
坊
専

定
よ
り
同
寺
宛
書
状
〈
文
化
九
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
726
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370　

永
平
寺
大
禅
師
東
海
道
通
行
に
つ
き
宗
祖
報
恩
の
吉
祥
講
を
結
ぶ
よ
う

可
睡
斎
よ
り
通
知
書
〈
天
保
十
一
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
726

371　

末
寺
の
綸
旨
等
取
扱
い
不
行
届
を
廻
る
訴
訟
内
済
を
求
め
る
挙
母
藩
よ

り
大
樹
寺
宛
願
書
写
〈
天
保
十
五
年
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
727

372　

伊
勢
神
宮
へ
献
上
の
蝦
夷
国
産
米
分
配
に
つ
き
羽
田
野
敬
雄
よ
り
草
鹿

砥
宣
隆
宛
書
状
〈
安
政
四
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
728

373　

東
本
願
寺
類
焼
再
建
に
尽
力
し
た
達
如
の
寿
像
頂
戴
を
指
示
す
る
三
河

門
徒
宛
廻
状
写
〈
万
延
元
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
729

374　

隣
松
寺
紫
衣
昇
進
断
り
に
つ
き
碧
海
郡
鴛
鴨
村
庄
兵
衛
よ
り
在
京
同
村

神
主
宛
書
状
写
〈
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
731

二　

近
江
永
源
寺
の
三
河
甘
泉
寺
支
配

375　

甘
泉
寺
の
本
寺
が
永
源
寺
と
な
る
に
至
る
訴
訟
一
件
記
録

�

〈
承
応
四
年
正
月
・
同
年
二
月
・
明
暦
元
年
十
二
月
〉
…
…
732

376　

先
住
遣
い
込
み
へ
の
対
応
な
ど
に
つ
き
永
源
寺
よ
り
の
指
示
に
対
す
る

甘
泉
寺
玉
翠
ら
請
書
写
〈
明
和
八
年
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
735

377　

玉
翠
一
件
に
つ
き
玉
翠
の
更
迭
を
求
め
る
檀
方
七
か
村
よ
り
永
源
寺
宛

願
書
写
〈
安
永
五
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
736

378　

玉
翠
一
件
に
お
け
る
玉
翠
へ
の
支
援
お
よ
び
更
迭
願
書
取
下
げ
に
関
す

る
記
録
〈
安
永
五
年
か
ら
同
六
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
737

379　

王
翠
一
件
に
つ
き
更
迭
願
書
の
返
却
を
廻
る
二
川
陣
屋
と
永
源
寺
と
の

折
衝
に
関
す
る
記
録
〈
安
永
七
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
742

380　

玉
翠
一
件
に
つ
き
玉
翠
処
分
の
許
可
を
求
め
る
願
書
と
玉
翠
の
不
行
状

に
関
す
る
記
録
〈
安
永
七
年
八
月
か
ら
十
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
744

381　

玉
翠
一
件
に
つ
き
永
源
寺
参
内
停
止
お
よ
び
幕
府
裁
決
に
よ
る
玉
翠
退

院
の
記
録
〈
安
永
七
年
十
月
か
ら
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
747

382　

相
月
院
が
慈
昌
院
大
黒
講
落
札
金
を
本
山
へ
虚
偽
報
告
に
つ
き
詫
び
証

文
写
〈
天
保
十
年
四
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
750

383　

相
月
院
兼
帯
に
よ
る
不
行
届
に
つ
き
慈
昌
院
大
心
よ
り
本
庵
宛
詫
び
証

文
写
〈
天
保
十
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
750

384　

相
月
院
貸
付
証
文
を
大
黒
講
落
札
金
預
り
証
文
と
入
替
え
に
つ
き
慈
昌

院
大
心
供
述
書
写
〈
天
保
十
二
年
閏
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
751

385　

相
月
院
証
文
入
替
え
一
件
に
つ
き
市
場
村
定
十
郎
を
取
り
調
べ
た
永
源

寺
出
役
の
記
録
（
抄
）〈
天
保
十
二
年
三
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
752

386　

相
月
院
証
文
入
替
え
一
件
吟
味
に
つ
き
永
源
寺
出
役
瑞
巌
の
記
録
（
抄
）

　
　

�

〈
天
保
十
二
年
三
月
〉
…
…
753

第
八
章
　
幕
末
維
新
と
三
河
諸
領
主

第
一
節
　
幕
末
維
新
の
動
乱
と
三
河
諸
領
主	

一　

異
国
船
へ
の
対
応

387　

海
岸
広
場
に
お
け
る
大
砲
使
用
許
可
を
求
め
る
田
原
藩
よ
り
幕
府
宛
内

願
書
写
〈
天
保
八
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
764

388　

異
国
船
渡
来
に
よ
る
田
原
・
吉
田
藩
か
ら
の
加
勢
依
頼
に
対
す
る
岡
崎

藩
の
対
応
の
記
録
〈
弘
化
三
年
六
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
765

389　

ア
メ
リ
カ
大
統
領
よ
り
の
国
書
の
内
容
に
対
す
る
吉
田
藩
主
松
平
信
古

の
意
見
書
写
〈
嘉
永
六
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
766

390　

異
国
船
渡
来
に
伴
う
軍
用
金
賦
課
に
つ
き
深
溝
陣
屋
旗
本
板
倉
家
領
民

よ
り
請
書
写
〈
嘉
永
六
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
767

391　

異
国
船
渡
来
に
伴
う
人
員
徴
発
に
つ
き
九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
通
知

下
書
お
よ
び
請
書
写
〈
嘉
永
七
年
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
769

392　

講
武
所
見
学
に
あ
た
っ
て
の
留
意
事
項
に
つ
き
若
年
寄
ら
よ
り
通
知
書

写
〈
安
政
四
年
閏
五
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
770

393　

大
砲
鋳
造
方
法
問
合
せ
に
つ
き
西
大
平
藩
役
人
よ
り
割
元
宛
書
状	

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
久
三
年
四
月
・
六
月
〉
…
…
771

394　

海
岸
防
備
の
た
め
西
大
平
藩
へ
大
砲
献
上
に
つ
き
同
藩
御
用
達
格
よ
り

願
書
写
〈
文
久
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
772

395　

大
砲
献
上
願
う
に
よ
り
西
大
平
藩
御
用
達
格
へ
一
代
帯
刀
免
許
に
つ
き

割
元
宛
書
状
〈
文
久
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
773

396　

西
大
平
藩
へ
小
銃
献
上
に
つ
き
同
藩
割
元
よ
り
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
文
久
三
年
十
二
月
〉
…
…
773

二　

戊
辰
戦
争
と
王
政
復
古

397　

刈
谷
藩
重
臣
浜
田
与
四
郎
朝
命
に
応
じ
て
藩
主
上
京
を
建
言
に
つ
き
沢

健
次
郎
よ
り
書
状
〈
慶
応
三
年
十
二
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
774
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398　

尾
張
藩
よ
り
受
取
の
書
付
類
を
順
達
に
つ
き
吉
田
藩
よ
り
三
河
諸
藩
宛

書
状
写
〈
慶
応
四
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
774

399　

江
戸
下
向
の
官
軍
が
岡
崎
を
通
行
す
る
際
の
対
応
に
つ
き
岡
崎
藩
よ
り

幕
府
宛
伺
書
写
〈
慶
応
四
年
正
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
775

400　

廻
達
地
域
の
指
示
を
求
め
る
三
河
五
藩
よ
り
尾
張
藩
宛
伺
書
お
よ
び
分

担
書
上
げ
写
〈
慶
応
四
年
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
776

401　

王
政
復
古
に
つ
き
岡
崎
藩
本
多
家
家
中
一
同
勤
王
の
旨
仰
せ
渡
し
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
四
年
四
月
〉
…
…
…
777

402　

戊
辰
戦
争
に
お
け
る
刈
谷
藩
出
兵
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
四
年
四
月
か
ら
十
月
〉
…
…
779

403　

新
政
府
下
の
在
京
挙
母
藩
士
に
よ
る
留
書
〈
慶
応
四
年
八
月
〉
…
…
…
…
784

三　

勤
王
誘
引
へ
の
対
応

404　

田
原
藩
よ
り
尾
張
藩
へ
差
し
出
し
た
勤
王
証
書
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
四
年
正
月
〉
…
…
787

405　

岡
崎
藩
主
本
多
忠
民
の
勤
王
証
書
〈
慶
応
四
年
二
月
か
ら
四
月
〉
…
…
…
789

406　

九
久
平
陣
屋
旗
本
鈴
木
家
よ
り
尾
張
藩
へ
差
し
出
し
た
勤
王
証
書
に
関

す
る
記
録
〈
慶
応
四
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
790

407　

上
之
郷
陣
屋
旗
本
松
平
家
よ
り
尾
張
藩
へ
差
し
出
し
た
勤
王
証
書
に
関

す
る
記
録
〈
慶
応
四
年
二
月
・
三
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
795

408　

武
蔵
岡
部
藩
勤
王
方
と
な
る
に
つ
き
同
藩
重
臣
ら
よ
り
請
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
四
年
二
月
〉
…
…
796

四　

尾
張
藩
の
記
録
に
み
る
三
河
の
動
向

409　
「
待
賓
館
御
用
留
」
に
み
る
三
河
諸
領
主
の
動
静
〈
慶
応
四
年
〉　

…
…
…
797

410　
「
徳
川
義
宜
家
記
」
に
お
け
る
勤
王
誘
引
に
関
す
る
記
事

�

〈
慶
応
四
年
〉
…
…
819

411　

三
河
諸
領
主
に
対
す
る
尾
張
藩
の
勤
王
誘
引
に
関
す
る
記
事

�

〈
慶
応
四
年
〉
…
…
831

第
二
節
　
明
治
政
府
と
三
河
諸
領
主

一　

所
領
替
え
と
三
河
定
住

412　

家
族
の
三
河
定
住
を
求
め
る
長
沢
陣
屋
旗
本
巨
勢
利
国
よ
り
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
慶
応
四
年
三
月
〉
…
…
832

413　

分
家
大
河
内
家
の
赦
免
を
求
め
る
に
つ
き
吉
田
藩
大
河
内
信
古
よ
り
三

河
裁
判
所
宛
願
書
写　
〈
慶
応
四
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
832

414　

三
河
国
内
の
旗
本
知
行
所
の
安
堵
を
求
め
る
建
言
書
雛
形

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
元
年
十
一
月
〉
…
…
834

415　

三
河
国
内
の
大
名
・
旗
本
の
所
替
え
に
関
す
る
情
報
を
伝
え
る
書
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
元
年
十
一
月
〉
…
…
835

416　

遠
江
の
藩
領
の
上
総
へ
の
所
替
え
に
対
し
近
江
へ
の
所
替
え
を
求
め
る

吉
田
藩
よ
り
願
書
写
〈
明
治
元
年
十
一
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
836

417　

上
之
郷
陣
屋
旗
本
松
平
家
の
知
行
替
え
撤
回
を
求
め
る
領
民
よ
り
願
書

〈
明
治
元
年
十
二
月
・
同
二
年
正
月
〉
…
…
836

418　

転
封
に
伴
う
移
転
の
延
引
を
求
め
る
陸
奥
福
島
藩
よ
り
建
言
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
二
年
三
月
〉
…
…
839

419　

挙
母
藩
在
府
藩
士
の
江
戸
引
き
払
い
遅
延
に
つ
き
届
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
二
年
四
月
〉
…
…
839

420　

隠
居
お
よ
び
帰
農
に
つ
き
旗
本
鈴
木
家
九
久
平
陣
屋
役
人
よ
り
願
書
下

書
〈
明
治
二
年
八
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
840

二　

明
治
政
府
へ
の
対
応
と
版
籍
奉
還

421　

版
籍
奉
還
の
執
奏
に
つ
き
半
原
藩
よ
り
願
書
控
〈
明
治
二
年
四
月
〉
…
…
841

422　

版
籍
奉
還
等
の
下
問
に
つ
き
田
原
藩
主
三
宅
康
保
よ
り
建
言
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
二
年
五
月
か
ら
七
月
〉
…
…
842

423　

版
籍
奉
還
等
の
下
問
に
つ
き
西
大
平
藩
主
大
岡
忠
敬
よ
り
建
言
書
写

�

〈
明
治
二
年
五
月
・
七
月
〉
…
…
843

424　

国
事
諮
詢
へ
の
建
言
を
求
め
る
通
達
を
通
知
に
つ
き
名
古
屋
藩
よ
り
三

河
諸
藩
宛
廻
状
写
〈
明
治
四
年
七
月
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
846

425　

半
原
県
東
京
官
邸
の
拝
領
お
よ
び
払
い
下
げ
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
四
年
八
月
〉
…
…
846

三　

明
治
初
期
の
三
河
諸
藩
政

426　

調
査
書
に
関
す
る
田
原
藩
よ
り
弁
官
役
所
へ
の
伺
い
と
回
答
の
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
二
年
八
月
〉
…
…
848



細目次　

427　

職
制
改
正
に
伴
う
職
務
に
つ
き
上
総
菊
間
藩
よ
り
伺
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
二
年
九
月
〉
…
…
851

428　

制
度
改
正
に
つ
き
田
原
藩
よ
り
弁
官
役
所
宛
報
告
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
二
年
十
月
・
十
一
月
〉
…
…
851

429　

儀
式
等
は
従
来
通
り
の
座
順
で
行
い
た
き
に
つ
き
岡
崎
藩
重
臣
よ
り
願

書
写
〈（
明
治
二
年
）
十
二
月
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
853

430　

従
前
の
俸
禄
に
応
じ
た
減
禄
を
求
め
る
岡
崎
藩
士
よ
り
願
書
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
二
年
十
二
月
〉
…
…
853

431　

重
原
藩
職
制
改
正
の
草
案
〈
明
治
二
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
854

432　

挙
母
藩
に
お
け
る
提
灯
・
陣
笠
お
よ
び
官
員
給
与
に
関
す
る
規
定
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
三
年
正
月
〉
…
…
860

433　

半
原
藩
士
族
等
の
月
給
取
調
帳
〈
明
治
三
年
〉
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
863

434　

三
河
諸
藩
の
士
族
・
卒
族
の
処
遇
に
関
す
る
記
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
明
治
三
年
・
同
四
年
〉
…
…
865

435　

西
尾
藩
藩
勢
一
覧
（
抄
）〈
明
治
四
年
〉　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
870
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